






















12 Tohoku Institute of Technology Magazine

地域連携センター

最新の「工大ニュース」をお届けします。TOPICS

地域の課題解決や活力創出に貢献するべく事業を展開しています。

◆ 宮城県美術館との連携事業でまちなかワークショップを開催

【CRC：Center for Regional Collaboration】

　8月３日（土）・４日（日）にサテライトキャンパス一番町ロビー１Ｆギャラリーで東北工業大

学×宮城県美術館 まちなか連携事業、夏休み親子ワークショップ「一番町ギャラリー、も

りもり大変身!? みんなでつくろう! 森といきものたち」を開催しました。

　3日午前中は事前申込みで集まった親子4組が、ダンボールや新聞紙、そしてクラフト

テープなど、身近な材料を使って動物や昆虫などのいきものを作り、木を作ったり、壁に

木や花の装飾をしたり、一番町ギャラリーを森に変身させました。

　ワークショップでは、本学の公認団体「たまごくらぶ」（デザイン愛好会）を中心とした学

生有志が、宮城県美術館教育普及部の職員の指導を受けながら小学生たちに作り方を

教え、制作のサポートをしました。

　今回初の試みとなった連携事業でしたが、大好評の中終えることができました。

◆ 2024年度 仙台七夕まつり 七夕飾り付け個人審査で
学生が制作した七夕飾りが銅賞を受賞

　8月6日（火）、仙台七夕まつりの七夕飾り付け個人審査が行われ、本学の公認団

体「たまごくらぶ」（デザイン愛好会）を中心とした学生有志が制作した七夕飾りが

銅賞を受賞しました。昨年に続き2年連続の受賞となりました。

　七夕の鳥とされる「カササギ」。織姫と牽牛が天の川を渡るときたくさんのカササ

ギが翼を広げて川に橋を架け、橋を渡したという伝説があります。今年はカササギ

の尾を吹き流しで表現しました。

◆ 令和6年度市民公開講座の紹介 2024年6月7日（金）～2025年2月7日（金）

　令和6年度のオンライン市民公開講座は6月7日（金）より開講しています。本学は2024年4月に、60周年を迎えました。科学技術の急進や社

会・環境の変化に敏感に対応し、東北工業大学ならではの学びの場、より良い未来と暮らしへの知をつなぐ場を皆さまに提供していきます。

※講座はWeb会議システムZoom（ズーム）で受講することができます。事前申込み制で、参加費無料です。

令和6年度 東北工業大学「市民公開講座」スケジュール（10～11月）

開催予定日 時間帯 学科・センター 職位 講演者 講座題目

10月18日（金） 18：00～19：15 建築学科 教授 許 雷 建築設計におけるAIとBIMの応用

11月8日（金） 18：00～19：15 総合教育センター 准教授 クック サイモン 現代イギリス社会［高大連携事業講座］

11月15日（金） 18：00～19：15 情報通信工学科 教授 鈴木 健一 GPSより正確に位置を知る

10月25日（金） 18：00～19：15 情報通信工学科 教授 富田 勲
現代エレクトロニクス
電子&フォトニック・デバイスの研究から応用まで

全講座オンライン配信

※講座題目は変更になる場合がございます。ご了承ください。

七夕飾りと制作した学生有志

ワークショップの様子
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研究支援センター【RSC：Research Support Center】

地域連携センター/ 研究支援センター
https://www.rc-center.tohtech.ac.jp

企業及び各種団体との共同研究や受託研究を推進し、科研費等の外部資金研究開発推進等を行っています。

◆ 未来のエスキースを描く。東北工業大学『東北SDGs研究実践拠点』
産学連携交流会～研究シーズ発表会～を開催

　8月2日（金）に、江陽グランドホテルにて「未来のエスキースを描

く。東北工業大学『東北SDGs研究実践拠点』産学連携交流会～研

究シーズ発表会～」が開催されました。企業・産業支援機関等の外

部参加者ならびに本学教職員、学生含め約130名が参加しました。

　第一部講演会では渡邉 浩文 学長より主催者挨拶がなされ、みや

ぎ産業振興機構 理事長 遠藤 信哉 様より祝辞が述べられました。

その後、「東北工業大学の研究実践拠点」について石井 敏 副学長

より概要説明がありました。次に11のプロジェクト研究所から所長

及び教員によるシーズ発表が行われ、各研究所の研究成果について

紹介されました。また、特別枠の大学発ベンチャー発表として、電気

電子工学科 鈴木 郁郎 教授より「東北工業大発ベンチャー（株）

VitroVoの設立と展望」について発表が行われ、設立背景や研究活

動について説明がありました。

　第二部交流会では研究所やベンチャーのパネルブース展示が行

われ、参加者同士交流を深める貴重な機会となりました。本学では、

このような交流の場を大切にして東北工業大学『東北SDGs研究実

践拠点』研究事業、実践活動の活性化を皆様と共に取り組んでいき

ます。

第一部講演会会場全体の様子 研究実践拠点のシーズ発表： Society 5.0研究拠点
IoT テクノロジー研究所 所長
情報通信工学科 教授 袁 巧微
「IoTセンサーにおけるデータおよび電力の同時無線伝送」

主催者挨拶
学長 渡邉 浩文

研究実践拠点のシーズ発表： 医工学・健康福祉研究拠点
認知症の人と環境研究所 所長
生活デザイン学科 准教授 谷本 裕香子

「認知症の人の声を環境づくりに反映させる」

祝辞
みやぎ産業振興機構 理事長 遠藤 信哉 様

研究実践拠点のシーズ発表：医工学・健康福祉研究拠点
北欧デザイン研究所 所長
副学長・建築学部長 教授 石井 敏

「北欧・フィンランドを知り、日本を知る」

東北SDGs研究実践拠点の概要
副学長・建築学部長 教授 石井 敏

研究実践拠点のシーズ発表：医工学・健康福祉研究拠点 
Well-Being研究所 所長
経営コミュニケーション学科 教授 金井 辰郎 

「幸せな人生・職場・社会をめざして」

研究実践拠点のシーズ発表：気候危機・対策技術研究拠点
グリーンイノベーション研究所 所長
環境応用化学科 教授 加藤 善大 

「水電解による水素製造のための酸素発生電極の創製」

研究実践拠点のシーズ発表：地域・地場産業振興研究拠点
生業景デザイン研究所 所長
生活デザイン学科 教授 大沼 正寛

「景観資源としての東北の生業景」

研究実践拠点のシーズ発表：気候危機・対策技術研究拠点
東北景観研究所 所長
建築学科 准教授 不破 正仁

「東北の景観とその保全のあり方」

研究実践拠点のシーズ発表：地域・地場産業振興研究拠点
地域のくらし共創デザイン研究所 所長
生活デザイン学科 准教授 伊藤 美由紀
 「共に新たな価値を創り自律したくらしを！」

研究実践拠点のシーズ発表：気候危機・対策技術研究拠点
プレアデザイン研究所 所長
生活デザイン学科 准教授 高木 理恵 

「みやぎ環境デバイスの実証と建物の環境性能の評価」

大学発ベンチャー発表
電気電子工学科 教授 鈴木 郁郎 

「東北工業大発ベンチャー（株）VitroVoの設立と展望」

研究実践拠点のシーズ発表：Society 5.0研究拠点
材料デバイス研究所／電気電子工学科 教授 下位 法弘

「機能性電子材料の開発から電子・光・情報デバイスへの応用に
向けて」

閉会挨拶
副学長・電気電子工学科 教授 小林 正樹

研究実践拠点のシーズ発表： Society 5.0研究拠点
知能ロボティクス研究所 所長
電気電子工学科 教授 藤田 豊己

「生活や地域に貢献するロボット技術の開発」

第二部交流会の様子
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最新の「工大ニュース」をお届けします。TOPICS

◆ 第39回北海道科学大学・東北工業大学 総合定期戦を開催
　8月20日（火）、21日（水）に、第39回北海道科学大学・東北工業大学総合定

期戦を開催しました。この総合定期戦は両大学の間に根付いた歴史と伝統

を背景に、スポーツ競技を通じて絆を深める貴重なイベントです。

　今年は、北海道科学大学体育館メインアリーナなどを会場に、12競技13種

目の熱戦が繰り広げられ、接戦の末、7勝6敗で本学が総合優勝を飾りました。

　定期戦に参加したみなさま、お疲れ様でした。そして、16年ぶ

りの総合優勝、本当におめでとうございます!! 一人ひとりのプ

レーが、一人ひとりの応援が一つになりチーム工大全員で勝ち

取ったものだと思います。

　また、様々な社会状況を乗り越えてきた歴史あるこの総合定

期戦を紡ぐ一員となれたことがうれしいです。さて、来年も同じ

く札幌での決戦です。我々チーム工大は今年の勢いそのまま

に今度は私たちが連勝記録を伸ばしましょう!!

　今大会は、本学から約160名の学生と25名の指導者・教職員が参加しまし

た。学生たちはフェリーでの移動疲れもものともせず、それぞれの種目で勝利

を懸けた熱戦を繰り広げました。総合優勝の行方は最後の種目までもつれ込

み、最終的には7勝6敗と僅差ではありましたが2008年以来となる総合優勝を

勝ち取ることができ、学生、教職員一同とても心に残る大会となりました。来年

は40回記念大会となり、再び北海道での開催となりますが、区切りの大会を

連覇で飾れるよう各クラブの頑張りに期待したいと思います。

課外活動連合委員会局長
建築学部 建築学科 ３年

葛西 京也さん

学部学生会長
工学部 電気電子工学科 3年

松本 慶さん

種目 試合結果

東北工業大学 WIN

東北工業大学 WIN

東北工業大学 WIN

東北工業大学 WIN

東北工業大学 WIN

東北工業大学 WIN

東北工業大学 WIN

2－1

３－０

3－4

91－81

1－2

4－０

6－22

3－0

２－0

18－24

４０－37

２－9

2－5

７勝 ６敗

サッカー

ソフトテニス

硬式テニス

バスケットボール

剣道

柔道

アメリカンフットボール

男子バレーボール

女子バレーボール

ハンドボール

弓道

バドミントン

卓球

総合成績

学生委員長

髙野 淳司 教授

　今年の総合定期戦は7勝6敗で接戦の末、16年ぶりに優勝

旗を持ち帰ることができました。総合定期戦の二日間はもちろ

ん、それまでの期間、学部学生会として関わらせていただきまし

たが、両大学の選手の皆さんは全身全霊でプレーをしており、コ

ロナ禍で行われていなかったことを感じさせない程、素晴らしい

試合をされていたと思います。また、この様に充実した定期戦

を開催できたのも、運営委員並びに実行委員の皆様のご尽力

の賜物です。今後も両大学の絆が深まることを願っています。

か　さい　きょう   や まつ   もと　 けい

たか   の　   あつ    し
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工大クラブ・サークルFILE

◆ 第47回千葉工業大学硬式野球部定期戦を開催

体育会系・文化系あわせて50を超えるクラブ・サークルが活動中です。ピックアップしてご紹介します。

!Pick up

FILE

13

ライフデザイン学部 経営コミュニケーション学科 3年　

主将 須田 颯太さん
す　 だ　   そう　た

弓道部

個性豊かな部員と楽しい大学生活を！

　弓道部は30名で活動をしています。集合練習は週3回（平日2回・

土曜日の午前中1回）で場所は長町キャンパス弓道場です。目標は男

女ともにリーグ戦の昇格です。

　集合練習の時間はそれほど多くないのですが、自主的に練習をす

る部員も多く、みんな積極的に取り組んでいます。また、学生同士の

交流も大切にしており、部内でイベントを企画したり、練習中も見合

い稽古で改善点を指摘しあったりしています。弓道なんて今から始め

ても周りに追いつけるのか、不安に思う人もいると思いますが大丈

夫 ！ 今年度の新入部員の8割は弓道未経験です。練習を頑張れば、1

年生から部の主力メンバーになるチャンスもあります。入部資格は弓

道に興味がある人 ！ 初心者・経験者、男女問いません。

　少しでも興味がある人はInstagram（@tohtech_kyudo）のフォロー

をお願いします。見学もできるので気軽にDMを送ってください。

　千葉工業大学と行っている第47回硬式野球部定期戦が、8月17日（土）

に千葉工業大学の茜浜球場で開催されました。昨年は悪天候でしたが

今年は快晴の中で無事定期戦を行うことができました。

　本学先発ピッチャーの仁田 滉人さん（生活デザイン学科4年）は、2回に

3連打を浴び失点を許すも、その後は状態を立て直し、5回1失点と堂々の

ピッチングを見せました。打撃では初回1死1・3塁のチャンスで4番鎌田 

健太郎さん（生活デザイン学科4年）の先制タイムリーにより一挙3得点を

挙げました。その後も1試合でチーム安打17本と打線がつながり14-6で勝

利を収めることができました。

　試合後の懇親会では選手同士が親交を深め、互いの秋季リーグでの活

躍を誓いました。今年は昨年のリベンジを果たすことができました。

ライフデザイン学部 生活デザイン学科 2年 

硬式野球部マネージャー 安孫子 拓磨さん
あ　  び　  こ　　たく　ま

◆ 令和6年８月17日（土）

◆ 場所：千葉工業大学茜浜球場

◆ 結果：東北工業大学14-６千葉工業大学

◆ 参加者：小幡総監督、目黒監督、荻原ヘッドコーチ、
阿部コーチ、部員34名

開催概要

クラブ・サークル紹介

https://www.tohtech.ac.jp/campus/club/
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最新の「工大ニュース」をお届けします。TOPICS

◆ 情報通信工学科 4年 嶋津 弘太郎 さんが学長より表彰状を授与
　6月26日（水）、工学部 情報通信工学科 4年 嶋津 弘太郎 さん（角田 裕 研究室）が、昨年度のサイ

バーボランティア活動で嶋津さんが行った通報をきっかけとして事件が検挙された功労を称え、学長よ

り表彰状を授与されました。

　6月13日（木）には、宮城県警察本部サイバー犯罪対策課長から感謝状が贈呈されています。以下

嶋津さんのコメントです。

　私のサイバーボランティア活動で県警察に提供した情報が端緒となり事件が検挙されたこと、そし

て学長表彰を受けたことは、とてもうれしく光栄に思っています。このことを私やほかの参加者のモチ

ベーションアップや活動の促進につなげていきたいと思います。

◆ 「OPEN CAMPUS 2024」を開催
　6月から8月にかけて2024年度オープンキャンパスを開催しました。第1回6月22日（土）、

第2回7月20日（土）、21日（日）、第３回8月24日（土）の総来場者数は2,805人でした。

　課程・学科企画や模擬講義、キャンパスナビゲートなど本学の特色を紹介した他、入

試対策として3年生向けの2024年度入試対策講座も行いました。アンケートに答えてく

れた人には、本学オリジナルグッズをプレゼントしました。

　オープンキャンパス当日の様子は、本学Webサイト、公式Instagramでご覧ください。

左から 角田 裕 教授、嶋津 弘太郎 さん、
渡邉 浩文 学長、佐藤 篤 教授

入試対策講座 課程・学科企画 クラブパフォーマンス

コンサートの様子

２024年度オープンキャンパスの
様子はこちら
https://www.tohtech.ac.jp/admission/
opencampus/report/

公式Instagramはこちら
https://www.instagram.com/
tohtech_official/

◆ 「28th Joint Concert」を開催

キャンパス通信

　9月15日（日）、本学吹奏楽部と宮城学院女子大学ウインドオーケストラ部に

よる「28th Joint Concert」を東北大学百周年記念会館「川内萩ホール」で開催

しました。このジョイントコンサートは、1986年に当時の両大学の部員同士の

繋がりからスタートし、その後2010年（第25回）まで続いていましたが、東日本

大震災やコロナ禍の影響でしばらくの間途絶えていました。2年前、再び学生

同士の交流をきっかけに復活を果たし、今回で通算28回目を数えます。

　当日は、第1部で本学吹奏楽部がポップス曲などを、第2部では宮城学院女

子大学がクラシックやアニメソングなどを華やかに奏でました。第3部の両大

学合同演奏ステージでは、70名以上の迫力のある音で会場を沸かせ、最後は

会場が一体となる盛り上がりの中で幕を閉じました。
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◆ 本学公式YouTubeチャンネルに「学生を育てる教育力」の動画を公開
　本学公式YouTube「TOHTECH CHANNEL」では、「学生を育てる

教育力」の動画を公開しています。本学の教員が、学生の力を伸ば

すためにどのようなことを考え、工夫し、日々の授業を作り上げてい

るのか、またそこからどのような力を身に付けて欲しいと願っている

2025年4月に北海道・東北地方の工科系大学で初めて

工学部を学科制から「課程制」へ移行します。

　また、ライフデザイン学部のさらなる発展のため、学部としての

一体化を目指します。経営コミュニケーション学科を「経営デザイ

ン学科」に名称変更するとともに、副専攻制を導入します。

詳しくは
こちら

学生を育てる教育力
https://www.tohtech.ac.jp/outline/public/channel/#education

工学部 情報通信工学科 木戸 博 教授 建築学部 建築学科 不破 正仁 准教授

◆ 「キャリアデザインⅠ」における名取市PBLの成果報告会を開催
　7月5日（金）、長町キャンパスで、名取市の地域課題を題材とした

課題解決型学習（PBL：Project Based Learning）の成果報告会を開催

しました。本学は、学部1年生から3年生の学生を対象として、学生

自らの力でキャリアをデザインする能力や社会人基礎力を養成する

必修授業「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」を開設しています。その一環とし

て、1年生対象の「キャリアデザインⅠ」の授業では、地方自治体が実

際に抱える課題をテーマとして、授業内のグループワークで課題の

解決策を考え、企画のプレゼンテーションを行うプログラムを取り

入れています。

　今年度の「キャリアデザインⅠ」では、名取市にテーマの提供に協

力してもらい、1年生約800名弱が各学科内で数人ずつのグループ

に分かれ、名取市が抱える課題の解決策を作成しました。6月後半

までの授業中に、参加学生の投票で予選を行い、各学科の代表

チーム（計8チーム）を選出しました。

　7月5日（金）の成果報告会（プレゼンテーション決勝戦）では、名

取市の山田 司郎 市長と瀧澤 信雄 教育長にお越しいただき、本学

のかなど、授業を受講する学生の声を交えながら語っています。

　今回、シリーズ第4弾として工学部 情報通信工学科 木戸 博 教

授と建築学部 建築学科 不破 正仁 准教授の動画を公開しました。

ぜひご覧ください。

成果報告会後の記念写真

からは渡邉 浩文 学長、石井 敏 副学長をはじめ、学生・教職員等約

80人が参加しました。各学科代表チームの学生は、自らの調査結

果や提案内容について、丁寧に熱意を込めてプレゼンテーションを

行い、厳正な審査の結果、最優秀（第1位）の「名取市長賞」には、

工学部 電気電子工学科の代表チームが選ばれました。
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最新の「工大ニュース」をお届けします。TOPICS

　令和６年度の東北工業大学奨学生は、学業最優秀奨学生8名、学業優秀奨学生19名、学業一般奨学生161名、課外活動一般奨学生5名

が奨学生として決定いたしました。（合計193名：実数）

　選考人数は、各学科の学生数に概ね比例していますが、課外活動奨励奨学金は学科枠に関係なく選考されました。

◆ 令和6年度東北工業大学奨学生について

【学業奨励奨学金】
●学業最優秀奨学生（８名）

4年  高橋 央輔
電気電子工学科

4年  白石 光汰
情報通信工学科

4年  渡辺 陸斗
建築学科

3年  渡邊 大桜
都市マネジメント学科

3年  橋本 麗菜
環境応用化学科

3年  高橋 朋也
産業デザイン学科

4年  五十嵐 菜々
生活デザイン学科

2年  千葉 善大
経営コミュニケーション学科

●学業優秀奨学生（１9名）

4年  佐々田 大望
3年  味岡 陽翔
2年  佐藤 功宜

電気電子工学科
4年  佐藤 楓
3年  伊藤 貫太
2年  髙橋 康丞

情報通信工学科
4年  八島 渓哉
3年  庄子 諒
2年  髙梨 晃成

建築学科
4年  佐藤 大紀
2年  森 美怜

都市マネジメント学科

4年  髙橋 晴樹
2年  山﨑 勇飛

環境応用化学科
4年  柴田 沙和
2年  新関 隼

産業デザイン学科
4年  髙橋 花恋
3年  廻立 晃誠

経営コミュニケーション学科
3年  宮川 紗依
2年  川崎 小雪

生活デザイン学科

●学業一般奨学生（161名）

佐々木 悠人

佐藤 明

永澤 颯太

目黒 芙実也

森山 諒大

山口 雄士朗

郷古 翼

小番 琉稀

滝口 智稀

塚本 雄大

二瓶 脩大

宮田 唯統

吉﨑 優真

小山 航

佐藤 陽太

下平 大夢

高田 柊

井上 卓哉

持主 太陽

薄木 陽豊

近江 穂乃花

菅原 空耶

浅沼 優弥

工藤 真聖

酒井 雄之介

平間 拓未

４
年

３
年

２
年

電気電子
工学科

小熊 健太

今野 翼

佐藤 悠冬

鈴木 陸大

岩井 渉

菊池 麻友

佐次 寛昇

千葉 祐輝

林崎 裕太

松本 太智

福田 結也

松浦 行成

太田 里太

松﨑 翔大

遠藤 一希

窪 舞人

佐藤 琉雅

渋谷 美月

半﨑 風樹

二ツ森 理久

三浦 なお

宮田 悠佑

鷲谷 日祐生

江川 くるみ

佐藤 柚香

左右田 光彩

坊良 一輝

４
年

３
年

２
年

情報通信
工学科

菊池 一輝

早坂 悠亮

松田 凌真

笠松 瑞葉

笹原 優伽

白藤 大瑚

鈴木 咲里花

千葉 洸暉

赤坂 彪真

大石 実優

草彅 桃佳

櫻井 琴音

佐藤 瞳衣

髙橋 凜

星川 直輝

新井 勇貴

大宮 月

金田 諒

佐藤 栞太

武内 紀乃

谷田 任

伏見 総太

菅野 優祐

日下 那由汰

齋藤 音花

佐藤 美春

髙橋 陽向

髙橋 茉唯

武石 龍樹

田中 稜輔

４
年

３
年

２
年

建築学科

飯野 温大

小野寺 翔

児玉 睦希

石川 蒼人

原田 圭

中山 心暖

小野寺 涼

久保 咲大

熊谷 康義

佐藤 悠

飯田 翔太

鈴木 陸仁

須藤 綺竜

４
年

３
年

２
年

都市マネジメント
学科

青木 玲穏

齋藤 蒼士

浦田 愛菜

新関 郁美

奥山 大聖

青木 優実

櫻井 望

佐藤 瑞華

福田 宝良

三浦 友樹

４
年

３
年

２
年

環境応用化学科

安彦 美郁

小澤 稜

工藤 世丞

前野 ひなき

飯塚 光琉

柏谷 祭喜

永野 紫陽

加茂 凜々子

西城 碧泉

松田 陽菜

佐藤 雪乃

高柳 風冴

柳澤 京吾

青野 真帆

齋藤 あい

千田 結月

小野寺 彩水

千葉 瑞希

４
年

３
年

２
年

産業デザイン
学科

嶋田 紗華

赤平 月

泉 伶明

佐藤 未悠

蛯名 結女

大山 翔太

小野寺 恵里奈

神田 芳純

菊田 直央

髙橋 理那

早川 宙来

阿部 彩夏

三浦 百花

石川 凛

大内 凜

大里 貫太

滝田 彩華

松本 真希

４
年

３
年

２
年

生活デザイン
学科

伊藤 透矢

橘 優衣

沼田 穂香

岩渕 楓

髙野 駿

中道 千真

野村 歩聖

松樹 優佑

伊藤 拓真

遠藤 祥太郎

菅野 桃果

伊藤 隆誠

髙峯 瑠歌

齋藤 美波

畠山 世那

早坂 美優

三浦 悠太

渡邊 青瑚

松岡 崇仁

４
年

３
年

２
年

経営
コミュニケーション

学科

須藤 結子4年都市マネジメント学科

永野 紫陽 JAGDA国際学生ポスターアワード2023 入選4年
産業デザイン学科

学科 学年 氏名

第64回全日本理工科学生柔道大会
女子個人の部 第３位

鈴木 悠斗3年経営コミュニケーション学科 令和５年度東北地区大学準硬式野球連盟
秋季リーグ戦 1部リーグ ベストナイン

菅井 惇平2年生活デザイン学科 令和５年仙台六大学野球秋季リーグ
優秀新人賞 ベストナイン   

加藤 めぐみ3年
OAC学生広告クリエイティブアワード2023
全日本空輸株式会社アワード グラフィック部門グランプリ

活動内容

【課外活動奨励奨学金】
●課外活動一般奨学生（5名）
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お知らせInformationInformation

Event

●写真は建築・まちをうつせるのか
主催：東北工業大学 生活デザイン学科 畠山ゼミ
共催：she | design and research office、東北大学佃研究室

10月4日（金）～8日（火）

　卒業制作として取り組んでいる、税金をテーマにした
インフォグラフィックスの展示会を開催します。インフォ
グラフィックスとオリジナ
ルキャラクター「ゼイリア
ン」を小 冊子やポス
ター、映像に展開し、税
金を分かりやすく、楽し
く表現します。

　「自己と他者の曖昧さ」をテーマにした展示です。自
己と他者と生きること、今を生きていることについて考
えたことを制作と展示を行き
交いながらあらわします。自
己対話を通して、曖昧でわか
らないものについて考えをめ
ぐらせるきっかけになればと
思います。

一番町ロビー
X（旧Twitter）10~12月の一番町ロビー催事案内

●開館時間／10：00～17：30（最終日は16：00まで）   ●休館日／水・木曜日　●入館料／無料

10月 ●スポーツ大会
11日（金）
●大学祭
（ミニオープンキャンパス）
12日（土）・13日（日）

11月 ●AOVA選抜
1日（金）
●父母懇親会（仙台）
9日（土）
●指定校推薦型選抜、
社会人特別選抜、
外国人留学生特別選抜、
編入学選抜
22日（金）

12月 ●専門学科・総合学科選抜、
公募制推薦型選抜、
公募制推薦型女子特別
選抜
11日（水）
●冬季休業
23日（月）～1月7日（火）

1月 ●大学入学共通テスト
18日（土）・19日（日）
●後期定期試験
28日（火）～31日（金）

2024年度10月～1月の
主な行事予定

Schedule

●佐藤俊一郎　個展
主催：佐藤俊一郎（東北工業大学 工業意匠学科1974年卒業）
協力：東北工業大学 産業デザイン学科 篠原良太研究室

10月11日（金）～15日（火）
　日常の出来事や光景
をモチーフに、心のフィル
ターを通して表現した抽
象画を中心に展示を行
います。

　建築やまちは社会と常に呼
応し変容します。そのような建
築やまち、そこにいる人、空気、
をいかに撮るか。これまで写真
家、学生、研究者、設計者など
さまざまな立場の方とともに
「記録すること」について考えて
きました。「写真」を通して建築
とまちとの向き合い方を一緒に
考えます。
＜関連イベント＞
・1F：10月5日（土）14：00～ギャラリートーク
・2F：10月7日（月）15：00～トーク「建築と写真」

●ザ☆クラフターズミーティング2024
「3rd Party」
主催：ザ☆クラフターズ

10月18日（金）～22日（火）
　楽器を「奏でる」だけで
はなく「作る」ことにも楽し
みを見つけてしまった仲間
たちで結成した「ザ☆クラ
フターズ」。今 回は「3rd 
Party」と題し、集大成のつ
もりで臨みます ！

●wardrobe / 
3DCGによるグラフィックデザイン
主催：喜藤 恋／久壽米木 七千果・菊地 理久・

千葉 大暉（東北工業大学 産業デザイン学科
3・4年生）

10月25日（金）～29日（火）
　フィルム写真を中心に構成した一人展と、3DCGに
よるグラフィックデザイン三人展の合同展。それぞれ
の個性を感じながら、同じ空間に異なる分野の作品
を展示することで
新たな発見が得
られる空 間 に
なっています。

　大学院で取り組んでいる「自己理解のためのキャラク
ターデザイン」という研究で制作したイラストを展示。
この研究は、従来のキャラ
クターデザインとは異な
り、人の性格情報から色や
形を当てはめてキャラク
ターを制作します。

●税金インフォグラフィックス展
主催：柴田 沙和（東北工業大学 産業デザイン学科 4年生）

11月15日（金）～19日（火）

●Me  |  Other 展
主催：秋葉 美緒（東北工業大学大学院 建築学専攻）

11月22日（金）～26日（火）

　日本文化の魅力を紹介しつつ、
工大生が地域の人に向けて、イラス
ト・3DCG・手作り雑貨・映像など、さ
まざまなデザインの分野から、和×
デザインの魅力を伝えます。

●わびさびとか言うとりますけど、展
主催：たまごくらぶ（東北工業大学 デザイン愛好会）

11月29日（金）～12月3日（火）

●内面から作るキャラクターデザイン展
主催：郡司 李呼（東北工業大学大学院 デザイン工学専攻）

11月1日（金）～5日（火）

サテライト
キャンパス

　産業デザイン学科では、プロダクトデザイン分野の
学びの一環として、家具などの木工製品の制作を行っ
ています。本展では、3年生向け実習課題の中で制作
された木工作品と、そこで
用いた技術を紹介します。
「作る技術を知ることから
新たな発想を得る」という
デザインの真髄をぜひご
堪能ください。

●産業デザイン学科の木工デザイン 2024
主催：東北工業大学 産業デザイン学科（指導教員：教授 梅田弘樹）

11月8日（金）～12日（火）

第49回工大祭『祭高潮』
2024年10月12日（土）、13日（日）

◀ Webサイトはこちら 

● 第49回工大祭『祭高潮』

　最高潮には｢感情や雰囲気などがこの
上なく高ぶり、物事がその極みに達して
盛んである状態｣という意味があります。
　｢最｣を｢祭｣に変え、第49 回工大祭が
｢みなさんの心に残る祭りの1つになって
ほしい｣という願いと、大学祭に関わって
いただくすべての方 と々共に｢この上ない
高揚感を感じてもらえる工大祭をつくり
あげたい｣という想いを込めました。
　みなさんと一緒に｢祭高潮｣という気持
ちを共有できたらと思います。
※詳細については、第49回工大祭Webサイトを
　ご確認ください。

https://www.tohtech-
gakuensai.com/49th
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